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地球温暖化の危機を乗り越えるために，

主要な温室効果ガスであるCO₂の排出削減が急務となっている。

特に電力・エネルギーシステムの分野では，大幅な削減への期待が高い。

CO₂を排出せずに大量の電力を供給する原子力発電の高度化，

調整電源として大きな役割を担う火力発電の高効率化，そしてCO₂の分離・回収技術。

自然エネルギーでは，より高い効率と出力変動の抑制を可能にした

風力発電・太陽光発電，電力系統の安定化に寄与する可変速揚水式水力発電……。

日立グループは，これら最新の電力・エネルギー技術をグローバルに提供し，

CO₂の排出抑制に貢献していく。

次の100年を見据えた，低炭素社会の実現へ。

日立グループの挑戦は始まっている。
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message from the planner

　人類はエネルギーを利用して生活を豊かにしてきまし
た。特に，20世紀に入ってからのエネルギー利用の拡大
は顕著であり，CO2濃度の上昇を介して地球の平均気温
に影響を及ぼすまでになっています。地球温暖化防止の観
点からも，電力・エネルギー分野の果たすべき役割が大き
くなっています。
　本特集では，創業100周年記念特集シリーズの第1回と
して，これまでに日立グループが積み重ねてきた電力・エ
ネルギーシステム技術とその展望を，エネルギーの安定供
給と環境保全への貢献という観点からまとめました。
　「special report」では，お客様との協創の事例として，電
源開発株式会社大間原子力発電所を取り上げ，先駆的なプ
ロジェクトに長年にわたって取り組んできた経緯も振り返
りながら，フルMOX-ABWRの技術的な特徴や最新工法
をご紹介しました。
　また地球温暖化の進行を防ぎ，低炭素社会を実現するた
め，電力・エネルギー分野で必要となる技術は何か，ビジョ
ンはどうあるべきか，幅広い観点から「special talk」で語
られています。続く「overview」では社会潮流および日立
グループの発電技術の特徴と今後の取り組みを概説してい
ます。
　原子力発電は，発電時にCO2を排出しないため，地球
温暖化防止の観点からも大きな期待を受けています。本特
集では，大規模建設時代に向けた次世代BWRの開発と，
将来の低炭素社会を実現するための原子燃料サイクル技
術，およびエネルギーインフラを支える高度検査技術を紹
介しています。
　火力発電では，発電効率の向上に加えて，火力発電で発
生したCO2を分離・回収する技術を実用化する必要があ
ります。本特集の論文では，IGCCのCO2回収および欧
米の事例も含めた石炭ボイラのCO2回収について紹介し
ています。また，最近のトピックスとして，ガスタービン
のリプレースによる効率向上の事例をご紹介しました。
　地球温暖化の防止と長期的なエネルギー確保の観点から
大きな期待を寄せられている再生可能エネルギーの分野で
は，高速で電力の需給調整が可能な可変速揚水発電システ
ムと，新エネルギー大量導入時代の課題と対策技術を取り
上げました。
　このような，電力・エネルギー分野における日立グルー
プの取り組みや技術展望が，読者の方々のご参考となり，
お役に立てれば幸いです。
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